	第6回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：新田 裕佳、苅田京子

	講義内容：介護予防・介護技術    　        講師：新田 裕佳、小森勝義

	日　　時：平成22年11月24日、25日（2日間）　17：30～18：15

	場　　所：南山苑4階　苑長室

	内　　容：介護予防の理解と正しい介護技術と実技　　　　　

　参加対象者　　　　　83名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　　50名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　　8名　

参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝　66.7％
参加率＝当日参加者÷参加対象者＝60.2％
　　　　　　　　アンケート提出者   49名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･29 名

· 楽しかった･･･　　  21名

· 難しかった･･･　　  4名

· つまらなかった･･･  0名

· 無回答･･･　　　　  0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 自分が介助の立場に立った時、役立つと感じた

· ボディメカにクスの大切さ

· 介助の機会に触れる事がない為、勉強となった

· 介護予防事業の大切さを感じた

· 利用者の残存機能を生かして自立を促す事が大切

· 臥位から座位の取り方

· スーパートランスの方法

· 介護予防を振り返るきっかけとなった

· 基本が大事

· 実践を行なって参考になった

· 移乗の基本を再確認する事が出来た

· 介助予防の大切さ

3、 質問したいこと

· 拘縮強い方の介助方法は？

4．今後のテーマの希望

· ＤＶＤの活用

· スーパートランスの講義
５．感想等

· スタッフ同士でトランスファーの実践が出来て楽しかった

· 機会があれば、色んなパターンを実践してみたい

· 利用者の身体状態に応じた技術が必要だと思った

· スーパートランスは慣れが必要だと感じた

· 利用者と自分の身体を守る為、適切なトランスファーが出来る事が大切だと思った

· 一度も介助した事がなかったので勉強になった

· ボディメカニクスを意識しながら介助にあたっていきたい

· スーパートランスを実践していきたい

· 現場で生かしていこうと思う

· 技術についてもっと色々な方法を教えてほしかった

· 実践する事で分かりやすかった

· 腰痛予防が大事であると感じている

· 見るのとやるのとでは、大変さが違う

· 利用者の立場になってトランスファーをしてもらい、不安や怖いと感じる部分があり相手の気持ちを考えて行動しようと感じた

· いつもより楽しく、にぎやかに出来る講義だった

· 実践で指摘をしてもらい、たくさんの事を学ばなければならないと感じた

· スーパートランスは出来れば、すごく使っていけると感じた

· スーパートランスは万人に使えるのか不安になった

· スーパートランスは重度な方に有用なようだか、かえって怖いと思った

· DVDを見て感動した。もっと色んなものを見て、勉強したい。

· スーパートランスは腰痛が減ると思う

· 自分自身の技術を見直す事が出来ました。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

 今回の研修は、実践を交えて行なった事で楽しく、スタッフ一人一人が主役となって勉強会を終える事が出来た。しかし、二日間の参加人数が均等でなく実践できないスタッフもいた為、小分けにしてもっと沢山のスタッフに実践してもらえればと感じた。

スーパートランスのやり方を一部のスタッフしか把握しておらず、実践を行なう事によって全員が関心をもち、色々な介助方法を学ぼうという意識が芽生えた勉強会であり、更にスライドのみではなく、DVDの活用により関心を持って頂いたように思われる。

今後、時間を置かずに実践できる機会を増やし活用に向けていこうと思う。

また、介護技術の種類を増やし技術レベルのアップと介助予防をしていきたいと思う。
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